
























































川崎医療福祉大学 医療福祉デザイン学科 平野 聖
川崎医療福祉大学 保健看護学科 竹田 恵子










































































































































川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻修士課程 ○吉川 輝




























































































































「少しある」６４名 （３７．２％） であり， 約７割が排尿
ケアにおけるアセスメントの基盤となる排尿日誌を
活用していた． しかし，活用目的（複数回答）は「頻
尿があるとき」 が９６名 （８２．１％） と最も多く，「尿



























が， 中等度では３人 （５．１％）， 重度では０人で重
度になるにつれて「可」の者の割合が小さくなっ
ていた （ｐ＜０，００１）． また同対象者の１年後にお
いて「可」 の者は１０２人 （２２．３％） に，２年後は
５７人 （１２．７％） に激減していた．
















































































































記録実験後に， 分析ソフト （スパイク２） を用いて
波形分析し，単一神経細胞活動に分離・分析を行った．
【結果・考察】
９月から扇桃体マルチ神経細胞活動を記録し， 記
録終了後， 単一神経細胞活動に分離・分析するシス
テムを確立した．扇桃体神経細胞活動を記録する実
験を続け，扇桃体単一神経細胞活動を分析し，声弁
別学習遂行中の扇桃体神経細胞活動の特徴を検討す
る，
